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家庭的保育制度について
─デンマークと日本─
齋　藤　　　修
はじめに
日本における家庭的保育制度は、2008 年 6
月「保育対策等促進事業」の実施によって行わ
れてきた「家庭的保育事業」（通称：保育ママ）
である。そして 2009 年 10 月「家庭的保育事業
ガイドライン」が定められ、2010 年 4 月から
はこのガイドラインに沿って「家庭的保育事業」
を実施するように、厚生労働省より通達が出さ
れた。これは全国的に問題になっている「待機
児童」解消対策の一環として、これまで各自治
体が独自に「保育ママ」制度を実施してきたと
いう背景がある。
2001 年「待機児童ゼロ作戦」などの実施に
より、待機児童数は 2003 年 26,383 人（各年
4 月 1 日現在）をピークに減少に転じ、2007
年には 17,926 人と過去最低となった、しか
し 2008 年には再び上昇に転じ、2009 年には
25,384人と 2002年のレベルまで悪化した。（図）　
待機児童のうち、とくに 3 歳未満児が 20,796
人と 81.9％を占める。（表 1）
待機児童が増え続ける背景には保育ニーズへ
の増加がある。その要因として、第 1に乳幼児
を抱えた女性の就労意欲の増加、第 2に長期不
況による家計の圧迫からくる就労促進、第 3に
一人親家庭の増加などがあげられる。
本稿では、デンマークの「家庭的保育者
（childminder）制度」と日本の「家庭的保育事
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図　待機児童数の推移
資料：厚生労働省「待機児童報告」2009 年より作成
表 1　年齢区分別待機児童数 （2009 年 4 月 1 日現在）
保育所等利用児童数 待機児童数
低年齢児（0～2歳） 703,399 人 34.7% 20,796 人 81.9%
うち 0歳児 92,606 人 4.5% 3,304 人 13.0%
うち 1・2歳児 616,793 人 30.2% 17,492 人 68.9%
3 歳児以上 1,331,575 人 65.3% 4,588 人 18.1%
全年齢児計 2,040,974 人 100.0% 25,384 人 100.0%
資料：厚生労働省「待機児童報告」2009 年より作成
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業ガイドライン」の比較を試みる。
⑴　家庭的保育者（以下、保育者）・家庭的保
育補助者
デンマーク　保育者になる者は、保育士や看
護師などの資格を必要とせず、また年齢制限も
なく独身者や男性でもよい。しかし本人や配偶
者に犯罪歴があったり、喫煙をする場合は資格
を取得することができない。「教育学」や「衛生」、
「食事と栄養」など 74 時間の基礎課程の講習と
保育者のもとで 3日間の現場実習を行うことに
よって、その資格を得ることができる。さらに
「救急法」や「親子関係」、「遊び」など 105 時
間の追加的講習（表 2）を受けると給与が 1号
俸アップする。追加的講習を受ける時は、保育
時間を充てることができ、講習代も自治体から
支給される。
定年は 65 歳、但し希望すれば 67 歳まで延長
可能である。預かる子どもが 0人になった場合
などで保育者の認定を取り消す場合、自治体は
4カ月前に通告しなければならない。通告から
取り消しまでの 4ヶ月間は給与が支払われる。
日本　保育者に該当する者は、21 時間と 2
日以上の「基礎研修」（表 3）を修了した保育
士や看護師・幼稚園教諭などである。但し、保
育士以外の人は、さらに 88 時間の「認定研修」
（表 4）を修了しなければならない。
保育者等はその要件に該当しなくなった時
は、認定を取り消すことができるが、定年につ
いての規定はない。
家庭的保育補助者とは、家庭的保育者の下で
家庭的保育を行う者で市町村長が実施する基礎
研修を修了した者をいう。
⑵　対象児童及び定員
デンマーク　対象は生後 6カ月から 3歳に達
する誕生日までの乳幼児である（写真 1）。3歳
に達すると、原則として幼稚園へ移る。入園1ヵ
月前になると、保育者、保護者、子どもの 3人
が、幼稚園を訪れ幼稚園の保育者と面談する。
夏場の暖かい時期は、入園まで 2ないし 3回は
訪問する。保育サービスは保護者の就労の有無
にかかわらず、利用することができる。これは
保育サービスを利用する権利は保護者にあるの
ではなく、子どもの権利であるという考え方に
基づく。
定員は 5 名、但し常時預かるのは 4 名まで
で、1名分は他の保育ママが病気や急用で預か
ることが出来なくなった時のために預かる緊急
枠である。対象となる乳幼児に自分の子供を含
めるかは、自治体によって異なる。訪問先の
Bogense 地区には 172 人の保育者がおり、対象
児約 630 名の内 98％がこの家庭的保育サービ
スを利用している。
日本　対象となる年齢は地域の実情を踏ま
え、市町村において決めるとし年齢的制限はな
い。但し、3歳児以上を預かる場合、家庭的保
育者は 3歳児以上の発達や保育に関する内容の
研修を受けなければならない。また対象となる
乳幼児に、家庭的保育者や家庭的保育補助者と
その三親等内の親族は含まない。
定員は、家庭的保育者が 1人で保育するとき
の乳幼児は 3人以下である。家庭的保育補助者
と 2人以上で保育する場合は 5人以下とする。
2010 年 3 月 3 日　拙者撮影
写真 1　生後 8カ月の乳児と保育者
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表 2　研修講座
　新たな給与に関する交渉で、基礎課程の修了により 1給与号分の給与が支払われることが合意された。
Lise Frederikse 時間
基礎課程
1986 年 9 月
74
　さらに105時間の補足講座を修了するともう1給与号分の給与が支払われる。両方とも2000年4月20日発効とする。
　それに伴い下記の単位計算書を送付する。
Lise Frederikse
補足講座 時間
救急法　1997 年 12
アサーション注1　1997 年 13
歌と身振り　1999 年 3
追加的救急法　1999 年 3
社会学習 5
価値基盤 7
私はあなたの言うとおりにはならない 3
難民　2001 年 11 月 27 日 6
両親との協力　2002 年 1 月 7
さまざまな能力　2002 年 1 月 5
救急法再研修　2002 年 2 月 3
子供のための読みがたりを学ぼう　2002 年 2 月 6
集団を指揮する　2002 年 10 月 6
さまざまな能力　2002 年 11 月 6.5
さまざまな能力　2003 年 1 月 6.5
寛容　2003 年 1 月 5
児童館での活動　2003 年 11 月 7
子どもの遊び 37
児童館での活動　2004 年 1 月 7
叱る　2004 年 11 月 3
児童館における音楽　2004 年 11 月 6
教育学的学習計画　2005 年 1 月 6.5
教育学的学習計画　2006 年 5 月 21
計 105 + 74 + 5.5
　この計算書に同意する場合は本日署名をして私まで返送してください。
　同意しない場合は、他にも補足講座に関する証明書等があればそれを送付するか、あるいは私まで連絡をお願いし
ます。
日付　　　　　　　　　　　　　　　　　署名
あなたの保管用に写しも同封しております。
資料：保育者 Lise Nedergaard Frederikse さんより提供された資料を翻訳
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表 3　家庭的保育者研修（日本）
1 　基礎研修（すべての家庭的保育者に対する家庭的保育に必要な基礎的知識・技術等の習得）
　　［家庭的保育者の就業前研修］
科　目　名 区　分 時　間 内　　　　　　　　　　容
??
家庭的保育の概要 講　義 60 分 ①家庭的保育の歴史的経緯
②家庭的保育の特徴
③家庭的保育のリスクを回避するための課題
????????
乳幼児の発達と心
理
講　義 90 分 ①発達とは
②発達時期の区分と発達
③ことばとコミュニケーション
④自分と他者
⑤手のはたらきと探索
⑥移動する力
⑦こころと行動の発達を支える家庭的保育者の役割
食事と栄養 講　義 60 分 ①離乳の進め方に関する最近の動向
②栄養バランスを考えた幼児期の食事作りのポイント
③食物アレルギー
④家庭的保育者が押さえる食育のポイント
小児保健Ⅰ 講　義 60 分 ①乳幼児の健康観察のポイント
②発育と発達について
③衛生管理・消毒について
④薬の預かりについて
小児保健Ⅱ 講　義 60 分 ①子どもに多い症例とその対応
②子どもに多い病気とその対応
③事故予防と対応
心肺蘇生法 実　技 120 分
????????
家庭的保育の保育
内容
講義・演習 120 分 ①家庭的保育における保育内容
②家庭的保育の1日の流れ
③異年齢保育
④新しく子どもを受け入れる際の留意点
⑤地域の社会資源の活用
⑥家庭的保育の記録
⑦保育の体制
家庭的保育の環境
整備
講　義 60 分 ①保育環境を整える前に
②家庭的保育に必要な環境とは
③環境チェックリスト
家庭的保育の運営
と管理
講　義 60 分 ①情報提供
②受託までの流れ
③家庭的保育の運営上必要な記録と報告
④個人事業主としての財務管理
安全の確保とリス
クマネジメント
講　義 60 分 ①子どもの事故
②子どもの事故の予防　保育上の留意点
③緊急時の連絡・対策・対応
④リスクマネジメントと賠償責任
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科　目　名 区　分 時　間 内　　　　　　　　　　容
????????
家庭的保育者の職
業倫理と配慮事項
講義・演習 90 分 ①家庭的保育者の職業倫理
②家庭的保育者の自己管理
③家庭的保育者自身の家族との関係
④地域との関係
⑤保育所や様々な保育者との関係
⑥行政との関係
保護者への対応 講義・演習 90 分 ①家庭的保育における保護者との関わりと対応
②家庭的保育における保護者への対応の基本
③子育て支援における保護者への相談・助言の原則
④保護者への対応　～事例を通して考える～
子ども虐待 講　義 60 分 ①子ども虐待への関心の高まり
②子ども虐待とは
③子ども虐待の実態
④虐待が及ぼす影響
⑤子ども虐待の発見と通告
⑥虐待を受けた子どもに見られる行動特徴
⑦子どもが家で虐待を受けたと思われたならば
⑧家庭的保育で不適切な関わりを防ぐために
気になる子どもへ
の対応
講　義 90 分 ①気になる行動
②気になる行動をする子どもの行動特徴
③気になる行動への対応の考え方
④気になる行動の原因とその対応
⑤保育者の役割
⑥遊び　―日本に伝承されてきた育児法を用いる―
?????????????
見学実習オリエン
テーション
演　習 30 分～60 分 ①見学実習のポイントと配慮
②見学を引き受ける際の留意事項
グループ討議 演　習 90 分 ①討議の目的
②討議の原則
③討議の効果
④討議のすすめ方
見学実習 実　習 2日以上 複数の家庭的保育者のもとで家庭的保育を実習
①保育日誌・家庭連絡帳の作成の仕方
②実習日誌作成・提出
（実習のうち 1日は家庭的保育の 1日の流れを体験）
実施自治体の制度につ
いて（任意）
講　義 60 分～90 分 ①連携保育所
②関係機関
③地域資源
④巡回指導・監査指導等
⑤報告事項などについて
時間合計：21 時間＋2日以上
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⑶　実施場所及び環境・設備
デンマーク　保育者は子どもを預かるための
専用の一部屋と子どもが遊ぶに十分な庭を有し
ていなければならない。広さに関する法的規定
はなく、自治体の職員がチェックする。屋内で
の使用区域は保育者が決める。
日本　保育を行う部屋は面積 9.9㎡以上で、
採光及び換気の状況が良好であること。3人を
超えて保育する場合は、3人を超える乳幼児 1
人につき 3.3㎡を加算する。衛生的な調理設備
や便所を有すること。庭については、居宅の敷
地内に十分な広さの庭を有するか、付近に公園、
空き地、寺社境内などの開かれた空間があるこ
と、また保育所園庭、地域子育て支援拠点、公
園などの地域資源を積極的に活用する。
⑷　保育時間と実施日
デンマーク　保育時間は、通常午前 6 時 30
分から午後 4 時までである。保護者の都合に
よって、若干の時間差がある。一週間の保育時
間には週 37 時間と週 48 時間の 2つのパターン
があり、保育者が選択する。保育実施日は、月
曜から金曜日の週 5日である。
日本　1日 8 時間を原則とし、乳幼児の保護
者の就労状況や家庭状況、家庭的保育者の状況
などを考慮して、保育実施日及び保育時間を市
町村が定める。
⑸　代替保育
デンマーク　保育者が病気や研修参加、所用、
休暇などで保育を行うことが出来ない場合は、
自治体の担当職員へ連絡する。職員は他の保育
者へ連絡して調整を図る。当市には 8人の担当
職員（保育士有資格者）がおり、1 人が 28 人
の保育者を担当している。6 時 15 分から 8 時
までは 2人の職員が事務所に常駐し、8時から
は全員が出勤する。
日本　保育者が病気、研修参加、休暇などの
より保育を行うことができない場合は、自治体
が連携保育所、家庭的保育支援者、他の家庭的
保育者、その他適当な方法により、保育が行わ
れるよう必要な体制の整備を行う。
⑹　保育料
デンマーク　保育料は、1人について 1ヵ月
2,200DK（39,600 円）注2 である。そして兄弟割
引があり、2人目以降は半額になる。その半額
の対象は同一施設内での利用児に制限されず、
就学前の兄弟姉妹が幼稚園や学童クラブを利用
している場合でも対象とされ、その利用料の安
い方が半額になる。保育料は総費用の 30％を
保護者が負担し、自治体が 70％を負担する。
日本　保育料は、保育の実施に要する費用を
勘案し、かつ利用者の家計に与える影響を考慮
して市町村が定める。東京都の各区の利用料で
は 2万円前後が中心である。
⑺　保育者の給与及び補助金
デンマーク　保育者の 1 ヵ月の基本給は
20,223DK（364,014 円）である。これは 1～4
人の預かる子どもの人数に関わりなく支給され
る。さらに代替保育によって追加的に子どもを
預かった時は、1回につき 304DK（5,472 円）
が加算される。その他に保育者が研修講座を受
講することによって、手当が加算されていく。
（表 5 注3）
表 4　認定研修（保育の知識・技術等の習得）
科　目　名 時　間
子ども家庭福祉
（「児童福祉・社会福祉」関連）
4 時間
子どもの心身の発達と保育
（「発達心理学」関連）
8 時間
子どもの健康管理
（「精神保健」・「小児保健」関連）
8 時間
子どもの栄養管理
（「小児栄養」関連）
6 時間
子どもの安全と環境
（「小児保健」・「養護原理」関連）
8 時間
子どもの保育
（「保育原理」・「教育原理」関連）
6 時間
保育実習（Ⅰ）
（連携保育所の 3歳未満児クラス中心の実習）
48 時間
保育実習（Ⅱ）
（連携保育所又は認可保育所において実習）
［看護師、幼稚園教諭、家庭的保育経験者（1年以
上）の者を除く。］
20 日
看護師、幼稚園教諭、家庭的保育経験者（1年以上）
時間合計：88 時間
家庭的保育経験のない者及び家庭的保育経験者（1年未
満）［看護師、幼稚園教諭を除く］
時間合計：88 時間＋20 日
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保育者に対する自治体からの補助金は、おも
ちゃなどの購入資金として年間 750DK（13,500
円）、机や椅子等の補修資金として年間 500DK
（9,000 円）、毎週 1 回実施される保育者と子
ども達が集まって行う集団保育に対して月
250DK（4,500 円）が援助される。その他にア
レルギー児の代用食事等への補助などがある。
保育中の事故に対する賠償責任は、不可抗力に
よる事故の場合は自治体が責任を負う。
日本　ガイドラインに給与や補助金に関する
記載はなく、各自治体が独自に決める。事故な
どに対する賠償責任については、保育者に賠償
責任保険に加入させるか、自治体自らが加入す
ることにより補償の体制整備を図ることとして
いる。
⑻　保育内容・食事
デンマーク　保育内容についてとくに規定は
なく、保育者が自由に行うことが出来る。しつ
けなどについては保育者と保護者の間で話しあ
うが、原則として保育者の方針で行う。自治体
に対して保育内容などにかんする報告書の提出
義務はない。しかし訪問先の保育者は、子ども
たちの記録日誌を作成していた。
障がいをもった子どもを保育している場合に
は、自治体から作業療法士や理学療法士が派遣
される。
食事については、その基本的メニューを自治
体が提示している。早朝から預かっている子ど
もに対しては、「朝食、おやつ、昼食、午後の
おやつ」を提供する。食事はすべて手作りでそ
の費用は毎月の給与から支出する。但しミルク
アレルギーなどの子どもがいる場合、その代用
ミルク代などは自治体が負担する。
デンマークの大きな特徴として、子ども達の
昼寝は風雨をしのげるスペースで、防寒着と毛
布を身に付けてベビーカーの中で昼寝をするの
が一般的である。真冬の雪が降る天候の中でも、
零下 10 度位までなら屋外で昼寝をする。但し、
日本のように全員が揃って昼寝を行うことはな
い。（写真 2）
日本　保育内容は、保育所保育指針に準拠し
乳幼児の発達過程に応じた「保育の計画」及び
「一日の保育内容」を作成し、保育を行わなけ
ればならない。また乳幼児の保育の状況に関す
る記録を整備しておかなければならない。
食事を提供する時は、望ましい食習慣の定着
を促すとともに、乳幼児の状態に応じた摂取法
や摂取量のほか、食物アレルギーなどへの適切
な対応に配慮しなければならない。障がい児に
関する記載はない。
表 5　給与構成
個人番号　　　　　　　　氏名
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　　　　 Lise Nedergaard Frederikse　　　　　　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　北フュン
給与分類　　　　　　　　年金比率　　　　　　初勤務日　　　　　　　　　　　給与期間
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　　　　 13.65％　　　　　　　　 1985 年 7 月 1 日　　　　　　　　2010 年 2 月
年間
文 号 月給 換算額 取り決め 算出号 ＊
基本給 18 20,223.67 242,684,00 労働協約 G
能力給 21 901.09 10,813.00 労働協約 （18-21） K
保育士基礎課程 22 319.59 3,835.00 個人 （21-22） K
補足講座、105 時間 23 342.00 4,104.00 個人 （22-23） K
補足講座、さらに 74 時間 24 352.92 4,235.00 個人 （23-24） K
調整 259.80 3,117.49 個人 F
合計 22,399.07 268,788.49
時給（残業・通常勤務時間） 107.69
資料：保育者 Lise Nedergaard Frederikse さんより提供された資料を翻訳
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⑼　集団保育
デンマーク　子ども達が集団になれるため
に、毎週 1回 9 時から 12 時まで他の保育者と
その子ども達が近所の施設に集まる。子ども達
は他の保育者の子ども達と遊んだり、歌を歌っ
たり食事をして過ごす。子ども達にとって、普
段とは異なる保育児と一緒に遊ぶ機会になる。
また自治体の担当職員も参加し、保育者と情報
交換などを行う。同じ保育者達が集うことに
よって、代替保育の場合に子ども達が利用する
代替保育者と子どもが慣れ親しむ機会にもな
る。この集団保育に対して、自治体から毎月
250DKの補助金がでる。（訪問先の保育者の場
合、毎週火曜日 6人の保育者達と集う）
日本　保育者は、当該幼児の年齢等に応じて
集団保育の必要があるときは、定期的に保育所
において保育を体験することが出来るように努
めることとしている。
⑽　自治体との連携
デンマーク　訪問先Bogense には、172 人の
保育者がおり、市の担当職員（保育士有資格者）
が 8人、一人の担当職員が最大 28 人の保育者
を担当している。午前 6時 15 分から 8 時まで
は 2人の職員が事務所に常駐し、8時からは全
員が出勤する。職員は代替保育が必要になった
ときに保育者間の調整を行う、また年 2回担当
保育者宅を訪問する。また随時保護者と連絡を
取り、子どもの様子や保育者との関わり方を聞
く。毎週 1回保育者達が集う集団保育会場を訪
問し、情報交換を行う。また各種研修会を開催
する。　
障がい児に対しては作業療法士、理学療法士、
看護士を必要に応じて派遣する。
日本　自治体は保護者と連絡を取り合い、保
育内容に対する理解と協力を得るようにし、保
育者に対しては保育内容に関する相談、助言、
巡回指導（3ヵ月に 1回以上）を行う。また代
替保育の調整、研修・交流会な開催、集団保育
実施のための機会提供、健康診断の実施、苦情
への対応窓口の設置などが求められている。
　
むすび
デンマークにおいて、家庭的保育制度は
1970 年代前半に始まった。70 年代に入ると経
済発展が進み、労働力不足から女性の社会進出
が促進された。それに伴い保育所不足が深刻化
した。そこで子育て経験のある主婦に自宅で保
育をしてもらう政策が開始された。その結果、
新たに保育所を建設し、運営する費用よりも財
政的に安上がりであること、また乳幼児にとっ
て集団保育より、家庭的環境の中で保育される
ほうがよりきめ細かい配慮がなされることなど
から、家庭的保育が主流になった。このような
経過のもとに、デンマークの家庭的保育制度は
40 年の歴史を持つ。日本における家庭的保育
は、待機児童が多い東京都を中心に自治体で独
自に行うケースが中心で、国の政策として法制
化されたのは 2010 年度からでまだ歴史が浅い。
そのためデンマークと日本の家庭的保育制度を
単純に比較することは困難である。しかしデン
マークでは保育者に対する給与や補助金など手
厚い処遇、また書類作成や保育内容についても
保育者の負担の軽減を図っている。デンマーク
と日本では居住環境や文化的背景が異なるが、
写真 2　屋外での昼寝
2010 年 3 月 3 日　拙者撮影
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今後日本において、財政面や少子化対策の一環
として家庭的保育を充実させていくための参考
になるといえる。
注 1：アサーションとは、コミュニケーション・スキルの
1つである。自分の気持ちや考えを相手に伝える
が、相手のことも配慮する。自分も相手も大切
にした自己表現法。
注 2： 1DK（デンマーク・クローネ）＝18 円（2010 年 2
月 25 日東京外国為替市場）で換算。
注 3：表 2 と表 5 は、今回の訪問先保育者 Lise Neder-
gaard Frederiksen さんより提供された資料を翻
訳したものである。
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